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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャを使用してマ
ルチプルキャリア信号を受信するための方法であって、
　一次アンテナを使用して第１の信号を受信することと、
　一次同相／直交位相信号を取得するために、前記シングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャにおけるトランシーバチップ上の一次受信機を通って
前記第１の信号をルーティングすることと、
　ＴＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の三次受信機
を通って前記第１の信号をルーティングすることと、ここで、前記一次および三次受信機
を通って前記第１の信号をルーティングすることは、第１の信号分割ステージを通って前
記第１の信号をルーティングすることをさらに備え、前記第１の信号分割ステージは、信
号ルーティングがとられたソース低雑音増幅器および前記信号ルーティングが向けられた
ターゲット低雑音増幅器を備え、スイッチが前記ソース低雑音増幅器と前記ターゲット低
雑音増幅器との間で使用される、
　二次アンテナを使用して第２の信号を受信することと、
　二次同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の二次受信機を
通って前記第２の信号をルーティングすることと、
　ＱＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の四次受信機
を通って前記第２の信号をルーティングすることと、ここで、前記二次および四次受信機
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を通って前記第２の信号をルーティングすることは、第２の信号分割ステージを通って前
記第２の信号をルーティングすることをさらに備え、前記第２の信号分割ステージは、ソ
ース低雑音増幅器およびターゲット低雑音増幅器を備え、スイッチが前記ソース低雑音増
幅器と前記ターゲット低雑音増幅器との間で使用される、
　を備え、前記スイッチはスタンドアローン動作を可能にするようにされる、方法。
【請求項２】
　前記トランシーバチップは、
　送信機と、
　一次受信機と、
　二次受信機と、
　三次受信機と、
　四次受信機と
　を備え、ここで、各受信機は、複数の低雑音増幅器を備え、各低雑音増幅器は、第１ス
テージ増幅器および第２ステージ増幅器を備え、
　好ましくは、前記第１ステージ増幅器は、相互コンダクタンスステージであり、前記第
２ステージ増幅器はカスコードステージである、および／または、前記複数の低雑音増幅
器は、第１の帯域についての複数の低雑音増幅器と、第２の帯域についての複数の低雑音
増幅器とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の帯域は、低い帯域であり、前記第２の帯域は、中間の帯域であるか、または
、前記第１の帯域は、低い帯域であり、前記第２の帯域は、高い帯域であるか、または、
前記第１の帯域は、中間の帯域であり、前記第２の帯域は、高い帯域である、請求項２に
記載の方法。
【請求項４】
　第１のルーティングは、一次同相／直交位相信号を取得するために、前記一次アンテナ
から前記一次受信機を通して使用され、第２のルーティングは、ＴＲｘ同相／直交位相信
号を取得するために、前記一次アンテナから前記三次受信機を通して使用され、第３のル
ーティングは、二次同相／直交位相信号を取得するために、前記二次アンテナから前記二
次受信機を通して使用され、第４のルーティングは、ＱＲｘ同相／直交位相信号を取得す
るために、前記二次アンテナから前記四次受信機を通して使用される、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャは、帯域
間動作において存在し、前記第１のルーティングは、第１の一次受信機低雑音増幅器を通
過し、前記第２のルーティングは、第２の一次受信機低雑音増幅器を通過し、前記第２の
ルーティングは、前記第１の信号分割ステージを通過し、前記第３のルーティングは、第
１の二次受信機低雑音増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、第２の二次受信機低
雑音増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、前記第２の信号分割ステージを通過す
る、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第１ステージ
増幅器と前記三次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のルーティン
グを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第１ステージ
増幅器と前記四次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のルーティン
グを備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ
増幅器と前記三次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、請求項５に記載
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の方法。
【請求項９】
　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ
増幅器と前記四次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、請求項５に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャは、帯域
内動作において存在し、前記第１のルーティングおよび前記第２のルーティングは、一次
受信機低雑音増幅器を通過し、前記第２のルーティングは、前記第１の信号分割ステージ
を通過し、前記第３のルーティングおよび前記第４のルーティングは、二次受信機低雑音
増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、前記第２の信号分割ステージを通過する、
請求項４に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第１ステージ
増幅器と前記三次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のルーティン
グを備え、好ましくは、前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器
における第１ステージ増幅器と前記四次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅
器との間のルーティングを備える、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ
増幅器と前記三次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備え、好ましくは、前記
第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器
と前記四次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、請求項１０に記載の方
法。
【請求項１３】
　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャを使用してマ
ルチプルキャリア信号を受信するための装置であって、
　　第１の信号を受信するための手段と、
　一次同相／直交位相信号を取得するために、前記シングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャにおけるトランシーバチップ上の一次受信機を通って
前記第１の信号をルーティングするための手段と、
　ＴＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の三次受信機
を通って前記第１の信号をルーティングするための手段と、ここで、前記一次および三次
受信機を通って前記第１の信号をルーティングするための手段は、第１の信号分割ステー
ジを通って前記第１の信号をルーティングするようにされ、前記第１の信号分割ステージ
は、信号ルーティングがとられたソース低雑音増幅器および前記信号ルーティングが向け
られたターゲット低雑音増幅器を備え、スイッチが前記ソース低雑音増幅器と前記ターゲ
ット低雑音増幅器との間で使用される、
　第２の信号を受信するための手段と、
　二次同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の二次受信機を
通って前記第２の信号をルーティングするための手段と、
　ＱＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の四次受信機
を通って前記第２の信号をルーティングするための手段と、ここで、前記二次および四次
受信機を通って前記第２の信号をルーティングすることは、第２の信号分割ステージを通
って前記第２の信号をルーティングすることをさらに備え、前記第２の信号分割ステージ
は、ソース低雑音増幅器およびターゲット低雑音増幅器を備え、スイッチが前記ソース低
雑音増幅器と前記ターゲット低雑音増幅器との間で使用される、
　を備え、前記スイッチはスタンドアローン動作を可能にするようにされる、装置。
【請求項１４】
　各低雑音増幅器は、第１ステージ増幅器および第２ステージ増幅器を備え、前記第１ス
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テージ増幅器は、相互コンダクタンスステージであり、前記第２ステージ増幅器は、カス
コードステージである、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　プロセッサによって実行されたとき、前記プロセッサに本願請求項１～１２のうちのい
ずれかの前記方法のステップを行わせる命令を備える、非一時的コンピュータ読み取り可
能媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本開示は、一般に、通信システムのためのワイヤレスデバイスに関する。より
具体的には、本開示は、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキ
テクチャのためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　電子デバイス（携帯電話、ワイヤレスモデム、コンピュータ、デジタル音楽プ
レイヤ、全地球測位システムユニット、携帯情報端末、ゲーム機器等）は日常生活の一部
となっている。小さな計算デバイスは今や自動車から住居の錠まであらゆるものに設置さ
れている。電子デバイスの複雑さがこの数年で劇的に増大した。例えば、多くの電子デバ
イスは、このデバイスを制御することに協力する１つまたは複数のプロセッサはもちろん
、このプロセッサ並びにデバイスの他の部分をサポートする多くのデジタル回路も有する
。
【０００３】
　[0003]　これら電子デバイスは、互いにまたはネットワークとワイヤレスに通信し得る
。これら電子デバイスによる情報の需要が増大するにつれ、ダウンリンクスループットも
また増大した。ダウンリンクスループットを増大させる１つの方法は、キャリアアグリゲ
ーションの使用である。キャリアアグリゲーション(carrier aggregation)では、複数の
キャリアが、要求された帯域幅（とそれゆえ要求されるスループット）を提供するために
物理レイヤ上で集められ(aggregated)得る。
【０００４】
　[0004]　バッテリ寿命を最大化することは電子デバイスにとって望ましい。電子デバイ
スは限られた動作時間（limited operation time）のバッテリでしばしぱ稼働することか
ら、電子デバイスの電力消費における削減が電子デバイスの望ましさや機能性を向上させ
得る。
【０００５】
　[0005]　電子デバイスはまた、より小さく、より安価になってきた。サイズの低減とコ
ストの低減の両方を容易にするために、付加的回路並びにより複雑な回路が集積回路上で
使用されている。それゆえ、回路によって使用されるダイ面積(die area)における何らか
の低減は、電子デバイスのサイズおよびコストの両方を低減し得る。電子デバイスのサイ
ズやコストを最小化し、電子デバイスの電力消費も最小化しながら、電子デバイスをキャ
リアアグリゲーションに参加させる電子デバイスの改良で恩恵が現実となり得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　マルチプルキャリア信号を受信するために構成されたワイヤレス通信デバイス
が説明される。ワイヤレス通信デバイスは、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲー
ション受信機アーキテクチャ(single-chip signal splitting carrier aggregation rece
iver architecture)を含む。シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機ア
ーキテクチャは、一次アンテナ、二次アンテナ、およびトランシーバチップを含む。シン
グルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャは、同時ハイブリッ
ドデュアル受信機（simultaneous hybrid dual receiver）パスを再使用する。
【０００７】
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　[0007]　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャは、
４つのアンテナ、電力分割器(power splitter)、外部低雑音増幅器またはダイトゥーダイ
信号ルーティング(die-to-die signal routing)を要求しないことがある。トランシーバ
チップは、送信機、一次受信機、二次受信機、三次受信機および四次受信機を含み得る。
各受信機は、複数の低雑音増幅器を含み得る。各低雑音増幅器は、第１ステージ増幅器と
第２ステージ増幅器を含み得る。第１ステージ増幅器は、相互コンダクタンスステージで
あり得、また、第２ステージ増幅器は、カスコードステージであり得る。
【０００８】
　[0008]　複数の低雑音増幅器は、第１の帯域についての複数の低雑音増幅器と第２の帯
域についての複数の低雑音増幅器を含み得る。一構成では、第１の帯域は低い帯域(low b
and)であり得、第２の帯域は中間の帯域（mid band）であり得る。別の構成では、第１の
帯域は低い帯域であり得、第２の帯域は高い帯域(high band)であり得る。なお別の構成
では、第１の帯域は中間の帯域であり得、第２の帯域は高い帯域であり得る。
【０００９】
　[0009]　第１のルーティング(routing)は、一次アンテナから一次受信機を通して一次
同相／直交位相信号を取得するために使用され得る。第２のルーティングは、一次アンテ
ナから三次受信機を通してＴＲｘ同相／直交位相信号を取得するために使用され得る。第
３のルーティングは、二次アンテナから二次受信機を通して二次同相／直交位相信号を取
得するために使用され得る。第４のルーティングは、二次アンテナから、四次受信機を通
してＱＲｘ同相／直交位相信号を取得するために使用され得る。
【００１０】
　[0010]　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャは、
帯域間動作において存在し得る。第１のルーティングは、第１の一次受信機低雑音増幅器
を通過し得る。第２のルーティングは、第２の一次受信機低雑音増幅器を通過し得る。第
２のルーティングもまた、第１の信号分割ステージを通過し得る。第３のルーティングは
、第１の二次受信機低雑音増幅器を通過し得る。第４のルーティングは、第２の二次受信
機低雑音増幅器を通過し得る。第４のルーティングもまた、第２の信号分割ステージを通
過し得る。
【００１１】
　[0011]　第１の信号分割ステージは、一次受信機の低雑音増幅器における第１ステージ
増幅器と三次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のルーティングを
含み得る。第２の信号分割ステージは、二次受信機の低雑音増幅器における第１ステージ
増幅器と、四次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のルーティング
を含み得る。
【００１２】
　[0012]　第１の信号分割ステージは、一次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ
増幅器と三次受信機におけるミキサとの間のルーティングを含み得る。第２の信号分割ス
テージは、二次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器と四次受信機における
ミキサとの間のルーティングを含み得る。
【００１３】
　[0013]　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャは、
帯域内動作において存在し得る。第１のルーティングおよび第２のルーティングは一次受
信機低雑音増幅器を通過し得る。第２のルーティングもまた、第１の信号分割ステージを
通過し得る。第３のルーティングおよび第４のルーティングは二次受信機低雑音増幅器を
通過し得る。第４のルーティングもまた、第２の信号分割ステージを通過し得る。
【００１４】
　[0014]　第１の信号分割ステージは、一次受信機の低雑音増幅器における第１ステージ
増幅器と、三次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のルーティング
を含み得る。第２の信号分割ステージは、二次受信機の低雑音増幅器における第１ステー
ジ増幅器と、四次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のルーティン
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グを含み得る。
【００１５】
　[0015]　第１の信号分割ステージは、一次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ
増幅器と三次受信機におけるミキサとの間のルーティングを含み得る。第２の信号分割ス
テージは、二次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器と四次受信機における
ミキサとの間のルーティングを含み得る。
【００１６】
　[0016]　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャを使
用するマルチプルキャリア信号を受信するための方法がまた、説明される。第１の信号は
、一次アンテナを使用して受信される。第１の信号は、一次同相／直交位相信号を取得す
るために、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャにお
けるトランシーバチップ上の一次受信機を通してルーティングされる。第１の信号は、Ｔ
Ｒｘ同相／直交位相信号を取得するために、トランシーバチップ上の三次受信機を通して
ルーティングされる。第２の信号は、二次アンテナを使用して受信される。第２の信号は
、二次同相／直交位相信号を取得するために、トランシーバチップ上の二次受信機を通し
てルーティングされる。第２の信号は、ＱＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、ト
ランシーバチップ上の四次受信機を通してルーティングされる。
【００１７】
　[0017]　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャを使
用してマルチプルキャリア信号を受信するための装置が、説明される。装置は、一次アン
テナを使用して第１の信号を受信するための手段を含む。装置はまた、一次同相／直交位
相信号を取得するために、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アー
キテクチャにおけるトランシーバチップ上の一次受信機を通して第１の信号をルーティン
グするための手段を含む。装置は、ＴＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、トラン
シーバチップ上の三次受信機を通して第１の信号をルーティングするための手段をさらに
含む。装置はまた、二次アンテナを使用して第２の信号を受信するための手段を含む。装
置は、二次同相／直交位相信号を取得するために、トランシーバチップ上の二次受信機を
通して第２の信号をルーティングするための手段をさらに含む。装置はまた、ＱＲｘ同相
／直交位相信号を取得するために、トランシーバチップ上の四次受信機を通して第２の信
号をルーティングするための手段を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本システムおよび方法において使用するためのワイヤレス通信デバイス
を示す。
【図２】図２は、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチ
ャを使用する信号を受信するための方法のフローチャートである。
【図３】図３は、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチ
ャを例示するブロック図である。
【図４】図４は、帯域間モードにおいて動作するシングルチップ信号分割キャリアアグリ
ゲーション受信機アーキテクチャを例示するブロック図である。
【図５】図５は、帯域間モードにおいて動作するシングルチップ信号分割キャリアアグリ
ゲーション受信機アーキテクチャを例示する別のブロック図である。
【図６】図６は、帯域内モードにおいて動作するシングルチップ信号分割キャリアアグリ
ゲーション受信機アーキテクチャを例示するブロック図である。
【図７】図７は、帯域内モードにおいて動作するシングルチップ信号分割キャリアアグリ
ゲーション受信機アーキテクチャを例示する別のブロック図である。
【図８】図８は、信号分割ステージを例示するブロック図である。
【図９】図９は、別の信号分割ステージを例示するブロック図である。
【図１０】図１０は、ワイヤレス通信デバイス内に含まれ得る特定のコンポーネントを例
示する。
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【発明を実施するための形態】
【００１９】
　詳細な説明
　[0028]　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）は、グローバルに適用可
能な第３世代（３Ｇ）モバイルフォン規格を定義することを目的とした、電気通信協会の
グループ間の共同作業(collaboration)である。３ＧＰＰ ロングタームエボリューション
（ＬＴＥ）は、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ
）モバイルフォン規格を改良することを目的とした、３ＧＰＰプロジェクトである。３Ｇ
ＰＰは、次世代のモバイルネットワーク、モバイルシステム、およびモバイルデバイスの
ための規格を定義し得る。３ＧＰＰ ＬＴＥにおいて、モバイル局またはデバイスは、「
ユーザ機器」（ＵＥ）と称され得る。
【００２０】
　[0029]　３ＧＰＰ規格は、発展型（evolved）グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ
（登録商標））規格に基づき、これは一般にユニバーサル・モバイル・テレコミュニケー
ション・システム（ＵＭＴＳ）として知られる。３ＧＰＰ規格（standards）は、リリー
スするごとに構成される（structured as releases）。３ＧＰＰの議論（Discussion）は
、それゆえ、しばしば１つのリリースまたは別のリリースにおける機能性を指す。例えば
、リリース９９は、第１のＵＭＴＳ第３世代（３Ｇ）ネットワークを規定し、ＣＤＭＡエ
アインタフェースを組み込む。リリース６は、無線ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ
）ネットワークを用いる動作を統合（integrate）し、高速アップリンクパケットアクセ
ス（ＨＳＵＰＡ）を加える。リリース８は、デュアルダウンリンクキャリアを導入し、リ
リース９は、ＵＭＴＳのためにアップリンクするためにデュアルキャリア動作を拡張する
。
【００２１】
　[0030]　ＣＤＭＡ２０００は、ワイヤレスデバイス間で音声、データ、およびシグナリ
ングを送るために符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）を使用する第３世代（３Ｇ）技術標準規
格のファミリーである。ＣＤＭＡ２０００は、ＣＤＭＡ２０００ １Ｘ、ＣＤＭＡ２００
０ ＥＶ－ＤＯ Ｒｅｖ．０、ＣＤＭＡ２０００ ＥＶ－ＤＯ Ｒｅｖ． ＡおよびＣＤＭＡ
２０００ ＥＶ－ＤＯ Ｒｅｖ．Ｂを含み得る。１ｘまたは１ｘＲＴＴは、コアＣＤＭＡ２
０００ワイヤレスエアインタフェース規格を指す。１ｘは、より具体的には１かける（1 
times）ラジオ送信技術を指し、ＩＳ－９５において使用されるものと同じ無線周波数（
ＲＦ）帯域幅を示唆する。１ｘＲＴＴは、６４の追加のトラフィックチャネルを順方向リ
ンクへ加算する。ＥＶ－ＤＯは、エボリューション－データの最適化（Evolution-Data O
ptimized）を指す。ＥＶ－ＤＯは、ラジオ信号を通るデータのワイヤレス送信のための電
気通信規格である。
【００２２】
　[0031]　図１は、本システムおよび方法で使用するためのワイヤレス通信デバイス１０
４を示す。ワイヤレス通信デバイス１０４はまた、端末、アクセス端末、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）、加入者ユニット、局などと称され、それらの機能のうちのいくつかまたは全てを含
み得る。ワイヤレス通信デバイス１０４は、セルラ電話、パーソナルディタスアシスタン
ト（ＰＤＡ）、ワイヤレスデバイス、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、ラップ
トップコンピュータ、ＰＣカード、コンパクトフラッシュ（登録商標）（compact flash
）、外部または内部モデム、有線電話などであり得る。ワイヤレス通信デバイス１０４は
、移動式または固定式であり得る。ワイヤレス通信デバイス１０４は、何らかの与えられ
た時期に、ダウンリンクおよび／またはアップリンク上で０、１、または複数の基地局と
通信し得る。ダウンリンク（すなわち順方向リンク）は基地局からワイヤレス通信デバイ
ス１０４までの通信リンクを指し、アップリンク（すなわち逆方向リンク）はワイヤレス
通信デバイス１０４から基地局までの通信リンクを指す。アップリンクおよびダウンリン
クは通信リンクやこの通信リンクのために使用されるキャリアを指し得る。
【００２３】



(8) JP 6246743 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

　[0032]　ワイヤレス通信デバイス１０４は、基地局のような他のワイヤレスデバイスを
含むワイヤレス通信システムにおいて動作し得る。基地局は、１つまたは複数のワイヤレ
ス通信デバイス１０４と通信する局である。基地局はまた、アクセスポイント、ブロード
キャスト送信機、ノードＢ、発展型ノードＢ等と称され、それらの機能のうちのいくつか
または全てを含み得る。各基地局は、特定の地域のために通信カバレッジを提供する。基
地局は、１つまたは複数のワイヤレス通信デバイス１０４のために通信カバレッジを提供
し得る。「セル」という用語は、用語が使用される文脈によって、基地局および／または
そのカバレッジエリアを指すことができる。
【００２４】
　[0033]　ワイヤレス通信システム（例えば、多元接続システム）における通信は、ワイ
ヤレスリンクによる送信を通して達成され得る。このような通信リンクは、単一入力単一
出力（ＳＩＳＯ）、または複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）システムによって確立され得る
。複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）システムは、データ送信のために複数の（ＮＴ）送信ア
ンテナおよび複数の（ＮＲ）受信アンテナをそれぞれ装備した送信機（複数もあり）およ
び受信機（複数もあり）を含む。ＳＩＳＯシステムは、複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）シ
ステムの特定の事例である。複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）システムは、複数の送信アン
テナおよび受信アンテナによって生成される追加の次元が利用される場合に、改善された
性能（例えば、より高いスループット、より大きな容量、あるいは改善された信頼性）を
提供できる。
【００２５】
　[0034]　ワイヤレス通信システムは、単一入力複数出力（ＳＩＭＯ）と複数入力複数出
力（ＭＩＭＯ）の両方を利用し得る。ワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリ
ソース（例えば、帯域幅および送信電力）を共有することによって、複数のワイヤレス通
信デバイス１０４との通信をサポート可能な多元接続システムであり得る。このような多
元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、広帯域符号分割多元接
続（Ｗ－ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接
続（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキ
ャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、第３世代パートナーシッププロ
ジェクト（３ＧＰＰ）ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）システム、および空間分
割多元接続（ＳＤＭＡ）システムを含む。
【００２６】
　[0035]　ワイヤレス通信デバイス１０４は、信号分割(signal splitting)を利用し得る
。信号分割では、複数の信号が特定のパスに向けられる。信号分割の一形式は電流ステア
リング（steering）である。一構成の帯域内キャリアアグリゲーションでは、信号分割が
、第１ステージ増幅器（相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ）等）の出力から信号を取り
、キャリアアグリゲーションのためにこの信号を分割(splitting)してこの信号を２つの
別々の第２ステージ増幅器（カスコードステージ（Ｃａｓ）等）および後続のミキサに渡
すことを指す。別構成の帯域内キャリアアグリゲーションでは、信号分割が、第２ステー
ジ増幅器（カスコードステージ（Ｃａｓ）等）の出力から信号を取り、キャリアアグリゲ
ーションのためにこの信号を分割してこの信号を２つの別々のミキサに渡すことを指す。
【００２７】
　[0036]　一構成の帯域間キャリアアグリゲーションでは、信号分割が、第１ステージ増
幅器（相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ）等）から出力された信号を取り、この信号を
第２ステージ増幅器（カスコードステージ（Ｃａｓ）等）およびダイバーシチパスにおけ
る後続のミキサにステアリング(steering)（またはダイバーティング(diverting)、また
はポンピング（pumping））し、ダイバーシチ受信機のダウンコンバート回路を使用して
ダウンコンバートされるようにすることを指す。別構成の帯域間キャリアアグリゲーショ
ンでは、信号分割が、第２ステージ増幅器（カスコードステージ（Ｃａｓ）等）から出力
された信号を取り、この信号をダイバーシチパスにおける後続のミキサにステアリング（
またはダイバーティング、またはポンピング）し、ダイバーシチ受信機のダウンコンバー
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ト回路を使用してダウンコンバートされるようにすることを指す。
【００２８】
　[0037]　本明細書に記載される信号ステアリングは、電流ステアリングである。しかし
ながら、電圧ステアリングも使用され得る。帯域間キャリアアグリゲーションのための一
構成の電圧ステアリングでは、第１ステージ増幅器（相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ
）等）から出力された信号は第２ステージ増幅器（カスコードステージ（Ｃａｓ）等）お
よびダイバーシチパスにおける後続のミキサにダイバート(divert)され、ダイバーシチ受
信機のダウンコンバート回路を使用してダウンコンバートされ得る。帯域間キャリアアグ
リゲーションのための別構成の電圧ステアリングでは、第２ステージ増幅器（カスコード
ステージ（Ｃａｓ）等）から出力された信号は、ダイバーシチパスにおける後続のミキサ
にダイバートされ、ダイバーシチ受信機のダウンコンバート回路を使用してダウンコンバ
ートされ得る。
【００２９】
　[0038]　ワイヤレスデバイス１０４は一次アンテナ１０６および二次アンテナ１０８を
含み得る。二次アンテナ１０８はダイバーシチアンテナと称され得る。トランシーバチッ
プ１１０は一次アンテナ１０６および二次アンテナ１０８に結合され得る。トランシーバ
チップ１１０は、送信機、一次受信機（ＰＲｘ）１４０、二次受信機（ＳＲｘ）１４２、
三次受信機（ＴＲｘ）１４４および四次受信機（ＱＲｘ）１４６を含み得る。トランシー
バチップ１１０の一次受信機（ＰＲｘ）１４０はワイヤレス通信デバイス１０４上のベー
スバンドデジタルモデム１２２へＰＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１２を出力し得
る。トランシーバチップ１１０の二次受信機（ＳＲｘ）１４２はベースバンドデジタルモ
デム１２２へＳＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１４を出力し得る。トランシーバチ
ップ１１０の三次受信機（ＴＲｘ）１４４はベースバンドデジタルモデム１２２へＴＲｘ
同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１６を出力し得る。トランシーバチップ１１０の四次受
信機（ＱＲｘ）１４６はベースバンドデジタルモデム１２２へＱＲｘ同相／直交位相（Ｉ
／Ｑ）信号１１８を出力し得る。一次アンテナ１０６、二次アンテナ１０８およびトラン
シーバチップ１１０の構成はシングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機ア
ーキテクチャ１２５と称され得る。シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受
信機アーキテクチャ１２５は、レガシーモード（ダイバーシチおよび同時デュアルハイブ
リッド受信機（ＳＨＤＲ：simultaneous dual hybrid receiver））に対して性能低下さ
せずに台面積(board area)の低減を達成するためにシングルチップのみで実現され得る。
【００３０】
　[0039]　一般に、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテク
チャ１２５は、一次受信機（ＰＲｘ）１４０におけるソース低雑音増幅器（ＬＮＡ）と三
次受信機（ＴＲｘ）１４４におけるターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）との間のルーティ
ングを使用し、一次アンテナ１０６によって受信された信号をＴＲｘ同相／直交位相（Ｉ
／Ｑ）信号１１６およびＰＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１２へ分割(split)し得
る。このルーティングは、図４、図５、図６、および図７と関連してさらに詳細に以下で
説明される。シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ１
２５はまた、二次受信機（ＳＲｘ）１４２におけるソース低雑音増幅器（ＬＮＡ）と四次
受信機（ＱＲｘ）１４６におけるターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）との間のルーティン
グを使用し、二次アンテナ１０８によって受信された信号をＱＲｘ同相／直交位相（Ｉ／
Ｑ）信号１１８およびＳＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１４へ分割し得る。このル
ーティングもまた、図４、図５、図６、および図７と関連してさらに詳細に以下で説明さ
れる。本明細書で用いられるように、ソース低雑音増幅器（ＬＮＡ）はこれから信号ルー
ティングがとられた低雑音増幅器（ＬＮＡ）を指し、ターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）
はこれにこの信号ルーティングが向けられた低雑音増幅器（ＬＮＡ）を指す。
【００３１】
　[0040]　信号を分割するための多くの異なる方法（一次アンテナ１０６によって受信さ
れた信号および二次アンテナ１０８によって受信された信号のどちらかあるいは両方につ
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いて）があり得る。一構成では、（例えば、相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ））ソー
ス低雑音増幅器（ＬＮＡ）における第１ステージからの信号出力が、（例えば、カスコー
ドステージ（Ｃａｓ））ターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）における第２ステージへルー
ティングされ得る。別の構成では、（例えば、相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ））ソ
ース低雑音増幅器（ＬＮＡ）における第１ステージからの信号出力が、（例えば、信号を
分割するために使用される変圧器）ターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）における第２ステ
ージへルーティングされ得る。
【００３２】
　[0041]　ワイヤレス通信デバイス１０４は、キャリアアグリゲーションのために同時ハ
イブリッドデュアル受信機（ＳＨＤＲ）パスを再使用するシングルチップ信号分割キャリ
アアグリゲーション受信機アーキテクチャ１２５を使用し得る。本システムおよび方法の
シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ１２５の１つの
利点は、２つのアンテナのみを使用して動作する能力である。より少ないアンテナを有す
るワイヤレス通信デバイス１０４は、より安価で、よりかさばらず、より複雑でないこと
から、最小限の数のアンテナを有するワイヤレス通信デバイス１０４が有利であり得る。
【００３３】
　[0042]　本システムおよび方法のワイヤレス通信デバイス１０４は、電力分割器の使用
を要求しない。ワイヤレス通信デバイス１０４から電力分割器を取り除くことによって、
ワイヤレス通信デバイス１０４は、より少ない電力を消費し得る。さらに、電力分割器の
欠落がワイヤレス通信デバイス１０４のコストを削減し、ダイ面積を開放（free up）し
得る。本システムおよび方法のシングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機
アーキテクチャ１２５はまた、外部の低雑音増幅器（ＬＮＡ）の使用を要求しないことが
ある。外部の低雑音増幅器（ＬＮＡ）は、大きな量の電力を消費し、ワイヤレス通信デバ
イス１０４のコストを増大させ得る。本システムおよび方法のシングルチップ信号分割キ
ャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ１２５の別の利点は、ダイトゥーダイ信号
ルーティングなしに動作する能力である。ダイトゥーダイ信号ルーティングを取り除くこ
とは、ワイヤレス通信デバイス１０４の複雑さとコストの両方を低減させ得る。ダイトゥ
ーダイシグナリングを取り除くことはまた、ワイヤレス通信デバイス１０４上のアンテナ
の最適な配置を可能にし得る。シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機
アーキテクチャ１２５は、２つのシンセサイザのみを稼働させ得る。
【００３４】
　[0043]　ベースバンドデジタルモデム１２２は、ＰＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号
１１２、ＳＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１４、ＴＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）
信号１１６およびＱＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１８上で処理を実行し得る。例
えば、ベースバンドデジタルモデム１２２は、アナログ・デジタル変換器（ＡＤＣ）を使
用してデジタル領域へ信号をコンバートし、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）を使用し
て信号のデジタル処理を実行し得る。ベースバンドデジタルモデム１２２は、その後、第
１のキャリア信号１２４ａ、第２のキャリア信号１２４ｂ、第３のキャリア信号１２４ｃ
および第４のキャリア信号１２４ｄを出力し得る。キャリア信号１２４は、この信号が使
用したキャリアを指し得る。
【００３５】
　[0044]　一構成では、第１のキャリア信号１２４ａおよび第２のキャリア信号１２４ｂ
は低い帯域に位置し得る一方で、第３のキャリア信号１２４ｃおよび第４のキャリア信号
１２４ｄは中間帯域（midband）内に位置する。これは、Ｒｅｌ－１０によると、デュア
ルバンド４キャリア、または帯域間動作と称され得る。帯域間動作は、以下に図４および
図５に関連してさらに詳細に説明される。別の構成では、第１のキャリア信号１２４ａ、
第２のキャリア信号１２４ｂ、第３のキャリア信号１２４ｃおよび第４のキャリア信号１
２４ｄは、低い帯域などのシングルバンド内に全て位置し得る。これは、Ｒｅｌｅａｓｅ
－１０において、シングルバンド４キャリア、または帯域内動作と称され得る。帯域内動
作は、以下の図６および図７に関連して以下にさらに詳細に説明される。
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【００３６】
　[0045]　図２は、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテク
チャ１２５を使用して信号を受信するための方法２００のフローチャートである。方法２
００は、ワイヤレス通信デバイス１０４によって実行され得る。ワイヤレス通信デバイス
１０４は、帯域間モードまたは帯域内モードのどちらか一方において動作し得る。帯域間
モードでは、ワイヤレス通信デバイス１０４は、４つのキャリア信号；第１の帯域内の２
つおよび第２の帯域内の２つ、を受信し得る。帯域内モードでは、ワイヤレス通信デバイ
ス１０４は、シングルバンド内の４つのキャリア信号を受信し得る。
【００３７】
　[0046]　ワイヤレス通信デバイス１０４は、一次アンテナ１０６を使用して第１の信号
を受信２０２し得る。ワイヤレス通信デバイス１０４は、一次受信機（ＰＲｘ）同相／直
交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１２を取得するために、トランシーバチップ１１０上でＰＲｘ１
４０を通して第１の信号をルーティング２０４し得る。ワイヤレス通信デバイス１０４は
、三次受信機（ＴＲｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１６を取得するために、トラン
シーバチップ１１０上でＴＲｘ１４４を通して第１の信号をルーティング２０６し得る。
【００３８】
　[0047]　ワイヤレス通信デバイス１０４はまた、二次アンテナ１０８を使用して第２の
信号を受信２０８し得る。ワイヤレス通信デバイス１０４は、二次受信機（ＳＲｘ）同相
／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１４を取得するために、トランシーバチップ１１０上でＳＲ
ｘ１４２を通して第２の信号をルーティング２１０し得る。ワイヤレス通信デバイス１０
４は、四次受信機（ＱＲｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号１１８を取得するために、ト
ランシーバチップ１１０上でＱＲｘ１４６を通して第２の信号をルーティング２１２し得
る。
【００３９】
　[0048]　図３は、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテク
チャ３２５を例示するブロック図である。図３のシングルチップ信号分割キャリアアグリ
ゲーション受信機アーキテクチャ３２５は、図１のシングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャ１２５の一構成であり得る。シングルチップ信号分割
キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ３２５は、一次アンテナ３０６、第１の
ローパスハイパス（low-pass high-pass）ダイプレクサ３２６ａ、第１のスイッチ３２８
ａ、４つのデュプレクサ３３０ａ－ｄ、二次アンテナ３０８、第２のローパスハイパスダ
イプレクサ３２６ｂ、第２のスイッチ３２８ｂ、４つの表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３
３４ａ－ｄおよびトランシーバチップ３１０を含み得る。
【００４０】
　[0049]　一次アンテナ３０６は、第１のローパスハイパスダイプレクサ３２６ａに結合
され得る。ローパスハイパスダイプレクサ３２６は、低い帯域周波数を１つの信号にバン
ドルし、高い帯域（または中間帯域）周波数を別の信号にバンドルでき、従って、一次ア
ンテナ３０６が、トランシーバチップ３１０への中間帯域および低い帯域の信号の両方を
通過することを可能にする。第１のローパスハイパスダイプレクサ３２６ａは、第１のス
イッチ３２８ａに結合され得る。第１のスイッチ３２８ａは、２つの入力（バンドルされ
た低い帯域周波数を含む信号と、バンドルされた高い帯域周波数を含む信号）および複数
の出力を有し得る。一構成では、第１のスイッチ３２８ａは、４つのデュプレクサ３３０
への６つの可能性のある出力（デュプレクサ３３０ペアの６つの可能性がある（possible
）構成を表す）を有し得る。４つのデュプレクサ３３０は、第１のデュプレクサ３３０ａ
、第２のデュプレクサ３３０ｂ、第３のデュプレクサ３３０ｃおよび第４のデュプレクサ
３３０ｄを含み得る。一構成では、第１のデュプレクサ３３０ａおよび第２のデュプレク
サ３３０ｂは、低い帯域のために使用され得る一方、第３のデュプレクサ３３０ｃおよび
第４のデュプレクサ３３０ｄは中間帯域のために使用され得る。
【００４１】
　[0050]　トランシーバチップ３１０は、送信機３３２、一次受信機（ＰＲｘ）３４０、
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二次受信機（ＳＲｘ）３４２、三次受信機（ＴＲｘ）３４４および四次受信機（ＱＲｘ）
３４６を含み得る。送信機３３２は、４つの送信出力：第１の送信出力、第２の送信出力
、第３の送信出力、第４の送信出力、を含み得る。一構成では、第１の送信出力および第
２の送信出力は、低い帯域出力であり得る一方、第３の送信出力および第４の送信出力は
、中間帯域出力である。
【００４２】
　[0051]　第１の送信出力は、電力増幅器（ＰＡ）３３８ａを介して第１のデュプレクサ
３３０ａに結合され得る。第２の送信出力は、電力増幅器３３８ｂを介して第２のデュプ
レクサ３３０ｂに結合され得る。第３の送信出力は、電力増幅器３３８ｃを介して第３の
デュプレクサ３３０ｃに結合され得る。第４の送信出力は、電力増幅器３３８ｄを介して
第４のデュプレクサ３３０ｄに結合され得る。
【００４３】
　[0052]　一次受信機（ＰＲｘ）３４０は、第１のデュプレクサ３３０ａに結合された第
１のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａ、第２のデュプレクサ３３０ｂに結合された
第２のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｂ、第３のデュプレクサ３３０ｃに結合され
た第３のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｃ、および第４のデュプレクサ３３０ｄに
結合された第４のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｄを含み得る。一構成では、第１
のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａおよび第２のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３
４８ｂは、低い帯域の低雑音増幅器（ＬＮＡ）であり得る一方、第３のＰＲｘ低雑音増幅
器（ＬＮＡ）３４８ｃおよび第４のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｄは、中間帯域
の低雑音増幅器（ＬＮＡ）である。
【００４４】
　[0053]　一次受信機（ＰＲｘ）３４０はまた、ミキサ３５６ａ（例えば、ダウンコンバ
ータ）を含み得る。ミキサ３５６ａは、第１のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａの
出力、第２のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｂの出力、第３のＰＲｘ低雑音増幅器
（ＬＮＡ）３４８ｃの出力、および第４のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｄの出力
に結合され得る。
【００４５】
　[0054]　一次受信機（ＰＲｘ）３４０は、ミキサ３５６ａのために、ダウンコンバート
する（downconverting）周波数を生成するために使用される、位相同期ループ（ＰＬＬ）
３６２ａ、ＰＲｘ電圧制御発振器（ＶＣＯ）３６０ａおよびＤｉｖステージ３５８ａを含
み得る。ミキサ３５６ａの出力は、ＰＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ａに結
合され得る。ＰＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ａは、その後、ＰＲｘ同相／
直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１２を出力し得る。トランシーバチップ３１０は、ＰＲｘ電圧
制御発振器（ＶＣＯ）３６０によって生成されたダウンコンバートする周波数が、二次受
信機（ＳＲｘ）３４２においてミキサ３５６ｂによって、三次受信機（ＴＲｘ）３４４に
おいてミキサ３５６ｃによって、および／または四次受信機（ＱＲｘ）３４６においてミ
キサ３５６ｄによって、使用されることを可能にするスイッチ３６６を含み得る。
【００４６】
　[0055]　二次アンテナ３０８は、第２のローパスハイパスダイプレクサ３２６ｂに結合
され得る。第２のローパスハイパスダイプレクサ３２６ｂは、第２のスイッチ３２８ｂに
結合され得る。第２のスイッチ３２８ｂは、２つの入力（バンドルされた低い帯域周波数
を含む信号と、バンドルされた高い帯域周波数を含む信号）および複数の出力を有し得る
。一構成では、第２のスイッチ３２８ｂは、（表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ペア
の６つの可能性がある構成を表す）４つの表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４への６つ
の可能性のある出力を有し得る。４つの表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４は、第１の
表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ａ、第２の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ｂ
、第３の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ｃおよび第４の表面弾性波（ＳＡＷ）フィ
ルタ３３４ｄを含み得る。一構成では、第１の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ａお
よび第２の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ｂは、低い帯域のために使用され得る一
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方で、第３の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ｃおよび第４の表面弾性波（ＳＡＷ）
フィルタ３３４ｄは、中間帯域のために使用される。
【００４７】
　[0056]　二次受信機（ＳＲｘ）３４２は、第１の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４
ａに結合された第１のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ａ、第２の表面弾性波（ＳＡ
Ｗ）フィルタ３３４ｂに結合された第２のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ｂ、第３
の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ｃに結合された第３のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮ
Ａ）３５０ｃ、および第４の表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタ３３４ｄに結合された第４の
ＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ｄを含み得る。一構成では、第３のＳＲｘ低雑音増
幅器（ＬＮＡ）３５０ｃおよび第４のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ｄが中間帯域
の低雑音増幅器（ＬＮＡ）である一方で、第１のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ａ
および第２のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ｂが低い帯域の低雑音増幅器（ＬＮＡ
）であり得る。
【００４８】
　[0057]　二次受信機（ＳＲｘ）３４２は、第１のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０
ａの出力、第２のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ｂの出力、第３のＳＲｘ低雑音増
幅器（ＬＮＡ）３５０ｃの出力、および第４のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ｄの
出力に結合されるミキサ３５６ｂを含み得る。二次受信機（ＳＲｘ）３４２はまた、ミキ
サ３５６ｂのために、ダウンコンバートする周波数を生成するために使用される、位相同
期ループ（ＰＬＬ）３６２ｂ、ＳＲｘ電圧制御発振器（ＶＣＯ）３６１およびＤｉｖステ
ージ３５８ｂを含み得る。一構成では、トランシーバチップ３１０上のスイッチ３６６は
、Ｄｉｖステージ３５８ｂが、一次受信機（ＰＲｘ）３４０からＰＲｘ電圧制御発振器（
ＶＣＯ）３６０によって生成されたダウンコンバートする周波数を受信するように設定さ
れ得る。ミキサ３５６ｂの出力は、ＳＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｂに結
合され得る。ＳＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｂは、その後、ＳＲｘ同相／
直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１４を出力し得る。
【００４９】
　[0058]　三次受信機（ＴＲｘ）３４４は、第１のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２
ａ、第２のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｂ、第３のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ
）３５２ｃおよび第４のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｄを含み得る。一構成では
、第３のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｃおよび第４のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮ
Ａ）３５２ｄが中間帯域の低雑音増幅器（ＬＮＡ）である一方で、第１のＴＲｘ低雑音増
幅器（ＬＮＡ）３５２ａおよび第２のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｂが低い帯域
の低雑音増幅器（ＬＮＡ）であり得る。第１のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ａ、
第２のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｂ、第３のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３
５２ｃおよび第４のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｄへの入力は、ディスエーブル
(disabled)され得る。
【００５０】
　[0059]　三次受信機（ＴＲｘ）３４４は、第１のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２
ａ、第２のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｂ、第３のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ
）３５２ｃおよび第４のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｄの出力に結合されたミキ
サ３５６ｃを含み得る。三次受信機（ＴＲｘ）３４４はまた、ミキサ３５６ｃに結合され
たＤｉｖステージ３５８ｃを含み得る。Ｄｉｖステージ３５８ｃは、トランシーバチップ
３１０上でスイッチ３６６に結合され得る。一構成において、スイッチ３６６は、Ｄｉｖ
ステージ３５８ｃが一次受信機（ＰＲｘ）３４０からＰＲｘ電圧制御発振器（ＶＣＯ）３
６０によって生成されたダウンコンバートする周波数を受信し得るように設定され得る。
別の構成では、スイッチ３６６は、Ｄｉｖステージ３５８ｃがＳＲｘ電圧制御発振器（Ｖ
ＣＯ）３６１によって生成されたダウンコンバートする周波数を受信するように設定され
得る。ミキサ３５６ｃの出力は、ＴＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｃに結合
され得る。ＴＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｃは、その後、ＴＲｘ同相／直
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交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６を出力し得る。
【００５１】
　[0060]　四次受信機（ＱＲｘ）３４６は、第１のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４
ａ、第２のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｂ、第３のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ
）３５４ｃおよび第４のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｄを含み得る。一構成にお
いて、第１のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ａおよび第２のＱＲｘ低雑音増幅器（
ＬＮＡ）３５４ｂは、第３のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｃおよび第４のＱＲｘ
低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｄは、中間帯域の低雑音増幅器（ＬＮＡ）である一方で、
低い帯域の低雑音増幅器（ＬＮＡ）であり得る。第１のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３
５４ａ、第２のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｂ、第３のＱＲｘ低雑音増幅器（Ｌ
ＮＡ）３５４ｃおよび第４のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｄへの入力は、ディス
エーブルされ得る。
【００５２】
　[0061]　四次受信機（ＱＲｘ）３４６は、第１のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４
ａ、第２のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｂ、第３のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ
）３５４ｃおよび第４のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｄの出力に結合されたミキ
サ３５６ｄを含み得る。四次受信機（ＱＲｘ）３４６はまた、ミキサ３５６ｄに結合され
たＤｉｖステージ３５８ｄを含み得る。Ｄｉｖステージ３５８ｄは、トランシーバチップ
３１０上でスイッチ３６６に結合され得る。一構成において、スイッチ３６６は、Ｄｉｖ
ステージ３５８ｄが一次受信機（ＰＲｘ）３４０からＰＲｘ電圧制御発振器（ＶＣＯ）３
６０によって生成されたダウンコンバートする周波数を受信し得るように設定され得る。
別の構成において、スイッチ３６６は、Ｄｉｖステージ３５８ｄが二次受信機（ＳＲｘ）
３４２からＳＲｘ電圧制御発振器（ＶＣＯ）３６１によって生成されたダウンコンバート
する周波数を受信するように設定され得る。ミキサ３５６ｄの出力は、ＱＲｘベースバン
ドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｄに結合され得る。ＱＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）
３６４ｄは、その後、ＱＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１８を出力し得る。
【００５３】
　[0062]　図４は、帯域間モードにおいて動作するシングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャ４２５を例示するブロック図である。図４のシングル
チップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ４２５は、図１のシング
ルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ１２４の一構成であり
得る。シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ４２５は
、一次アンテナ４０６、二次アンテナ４０８、およびトランシーバチップ４１０を含み得
る。一次アンテナ４０６および二次アンテナ４０８は、デュアルバンド４キャリア信号（
すなわち、第１の帯域４７０と第２の帯域４７２にわたる４つのキャリア４７４ａ－ｄ（
第１の帯域４７０と第２の帯域４７２は互いに分離される））を受信するために使用され
得る。
【００５４】
　[0063]　トランシーバチップ４１０は、送信機４３２、一次受信機（ＰＲｘ）４４０、
二次受信機（ＳＲｘ）４４２、三次受信機（ＴＲｘ）４４４および四次受信機（ＱＲｘ）
４４６を含み得る。一次アンテナ４０６は、一次受信機（ＰＲｘ）４４０のＰＲｘ回路４
６８ａに結合され得る。ＰＲｘ回路４６８ａは、ＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａ
－ｄ、ダウンコンバートする回路およびＰＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ａ
を含み得る。ＰＲｘ回路４６８ａは、第１の帯域４７０における第１のキャリア４７４ａ
と第２のキャリア４７４ｂを含むＰＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号４１２を出力し得
る。
【００５５】
　[0064]　トランシーバチップ４１０は、ＰＲｘ回路４６８ａから三次受信機（ＴＲｘ）
４４４におけるＴＲｘ回路４６８ｃへのルーティング４３５ａを含み得る。一構成では、
ルーティング４３５ａが、ＰＲｘ回路４６８ａのＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８に
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おける第１ステージ増幅器からＴＲｘ回路４６８ｃへのルーティングであり得る。別の構
成では、ルーティング４３５ａが、ＰＲｘ回路４３８ａのＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）
３４８における第２ステージ増幅器から出力され得る。ＴＲｘ回路４６８ｃは、ＴＲｘ低
雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ａ－ｄ、ダウンコンバートする回路およびＴＲｘベースバン
ドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｃを含み得る。一構成では、ＰＲｘ回路４６８ａからのルー
ティング４３５が、ＴＲｘ回路４６８ｃのＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２における
第２ステージ増幅器に入力され得る。別の構成では、ＰＲｘ回路４６８ａからのルーティ
ング４３５ａが、三次受信機（ＴＲｘ）４４４のミキサ３５６ｃへ入力され得る。ＴＲｘ
回路４６８ｃは、第２の帯域４７２における第３のキャリア４７４ｃと第４のキャリア４
７４ｄを含むＴＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号４１６を出力し得る。
【００５６】
　[0065]　二次アンテナ４０８は、二次受信機（ＳＲｘ）４４２のＳＲｘ回路４６８ｂに
結合され得る。ＳＲｘ回路４６８ｂは、ＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ａ－ｄ、ダ
ウンコンバートする回路およびＳＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｂを含み得
る。ＳＲｘ回路４６８ｂは、第１の帯域４７０における第１のキャリア４７４ａと第２の
キャリア４７４ｂを含むＳＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号４１４を出力し得る。
【００５７】
　[0066]　トランシーバチップ４１０は、ＳＲｘ回路４６８ｂから四次受信機（ＱＲｘ）
４４６におけるＱＲｘ回路４６８ｄへのルーティング４３５ｂを含み得る。一構成では、
ルーティング４３５ｂが、ＳＲｘ回路４６８ｂのＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０に
おける第１ステージ増幅器から出力され得る。別の構成では、ルーティング４３５ｂが、
ＳＲｘ回路４６８ｂのＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０における第２ステージ増幅器
から出力され得る。ＱＲｘ回路４６８ｄは、ＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ａ－ｄ
、ダウンコンバートする回路およびＱＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｄを含
み得る。一構成では、ＳＲｘ回路４６８ｂからのルーティング４３５ｂが、ＱＲｘ回路４
６８ｄのＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４における第２ステージ増幅器に入力され得
る。別の構成では、ＳＲｘ回路４６８ｂからのルーティング４３５ｂが、四次受信機（Ｑ
Ｒｘ）４４６のミキサ３５６ｄへ入力され得る。ＱＲｘ回路４６８ｄは、第２の帯域４７
２における第３のキャリア４７４ｃと第４のキャリア４７４ｄを含むＱＲｘ同相／直交位
相（Ｉ／Ｑ）信号４１８を出力し得る。
【００５８】
　[0067]　ＰＲｘ回路４６８ａからＴＲｘ回路４６８ｃへのルーティング４３５ａは、第
１の信号分割ステージ４３３ａの一部であり得る。ＳＲｘ回路４６８ｂからＱＲｘ回路４
６８ｂへのルーティングは、第２の信号分割ステージ４３３ｂの一部であり得る。信号分
割ステージ４３３ａ－ｂは、図８および図９に関連して以下にさらに詳細に説明される。
【００５９】
　[0068]　図５は、帯域間モードにおいて動作するシングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャ３２５を例示する別のブロック図である。図５のシン
グルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ３２５は、図３のシ
ングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ３２５であり得る
。一次アンテナ３０６および二次アンテナ３０８は、デュアルバンド４キャリア信号（す
なわち、２つの個別の帯域にわたる４つのキャリア４７４ａ－ｄ）を受信するために使用
され得る。ＰＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１４を取得するための、一次アンテナ
３０６から一次受信機（ＰＲｘ）３４０を通るルーティング５３７が示される。ルーティ
ング５３７は、第１のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａを通過し得る。ＰＲｘ同相
／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１４は、この構成のために、第１の帯域４７０からの第１の
キャリア４７４ａおよび第２のキャリア４７４ｂを含み得る。
【００６０】
　[0069]　 三次受信機（ＴＲｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６を取得するため
の、一次アンテナ３０６からＴＲｘ３４４を通るルーティング５３５ａもまた、示される
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。ＴＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６は、第２の帯域４７２からの第３のキャリ
ア４７４ｃおよび第４のキャリア４７４ｄを含み得る。三次受信機（ＴＲｘ）同相／直交
位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６を取得するための、一次アンテナ３０６からＴＲｘ３４４を通
るルーティング５３５ａは、第１の信号分割ステージ４３３ａを通過し得る。第１の信号
分割ステージ４３３ａは、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アー
キテクチャ３２５が同時ハイブリッドデュアル受信機（ＳＨＤＲ）受信機パスを再使用す
ることを可能にし得る。
【００６１】
　[0070]　第１の信号分割ステージ４３３ａは、一次受信機（ＰＲｘ）３４０における第
３のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｃから三次受信機（ＴＲｘ）３４４における第
３のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｃへのルーティング５３５ａを含み得る。一構
成では、ルーティング５３５ａは、第３のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｃの第１
の増幅器ステージ（例えば、相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ））から出力され、第３
のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｃの第２の増幅器ステージ（例えば、カスコード
ステージ（Ｃａｓ））へ入力され得る。別の構成では、ルーティング５３５ａは、第３の
ＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｃの第２の増幅器ステージ（例えば、カスコードス
テージ（Ｃａｓ））から出力され、三次受信機（ＴＲｘ）３４４におけるミキサ３５６ｃ
に入力され得る。
【００６２】
　[0071]　二次受信機（ＳＲｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６を取得するための
、二次アンテナ３０８からＳＲｘ３４２を通るルーティング５３９もまた、示される。ル
ーティング５３９は、第１のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ａを通過し得る。ＳＲ
ｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１４は、この構成のために、第１の帯域４７０からの
第１のキャリア４７４ａおよび第２のキャリア４７４ｂを含み得る。四次受信機（ＱＲｘ
）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１８を取得するための、二次アンテナ３０８からＱＲ
ｘ３４６を通るルーティング５３５ｂもまた、示される。ＱＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ
）信号３１８は、第２の帯域４７２からの第３のキャリア４７４ｃおよび第４のキャリア
４７４ｄを含み得る。四次受信機（ＱＲｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１８を取得
するための、二次アンテナ３０８からＱＲｘ３４６を通るルーティング５３５ｂは、第２
の信号分割ステージ４３３ｂを通過し得る。第２の信号分割ステージ４３３ｂもまた、シ
ングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ３２５が同時ハイ
ブリッドデュアル受信機（ＳＨＤＲ）受信機パスを再使用することを可能にし得る。
【００６３】
　[0072]　第２の信号分割ステージ４３３ｂは、二次受信機（ＳＲｘ）３４２における第
３のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ｃから四次受信機（ＱＲｘ）３４６における第
３のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｃへの信号をルーティングし得る５３５ｂ。一
構成では、ルーティング５３５ｂが、第３のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｃの第
２の増幅器ステージ（例えば、カスコードステージ（Ｃａｓ））の入力への、第３のＳＲ
ｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ｃの第１の増幅器ステージ（例えば、相互コンダクタン
スステージ（Ｇｍ））の出力であり得る。別の構成では、ルーティング５３５ｂが、四次
受信機（ＱＲｘ）３４６におけるミキサ３５６ｄの入力への、第３のＳＲｘ低雑音増幅器
（ＬＮＡ）３５０ｃの第２の増幅器ステージ（例えば、カスコードステージ（Ｃａｓ））
の出力であり得る。
【００６４】
　[0073]　図６は、帯域内モードにおいて動作するシングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャ６２５を例示するブロック図である。図６のシングル
チップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ６２５は、図１のシング
ルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ１２４の一構成であり
得る。シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ６２５は
、一次アンテナ６０６、二次アンテナ６０８、およびトランシーバチップ６１０を含み得
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る。一次アンテナ６０６および二次アンテナ６０８は、シングルバンド４キャリア信号（
すなわち、第１の帯域６７０にわたる４つのキャリア６７４ａ－ｄ）を受信するために使
用され得る。
【００６５】
　[0074]　トランシーバチップ６１０は、送信機６３２、一次受信機（ＰＲｘ）６４０、
二次受信機（ＳＲｘ）６４２、三次受信機（ＴＲｘ）６４４および四次受信機（ＱＲｘ）
６４６を含み得る。一次アンテナ６０６は、一次受信機（ＰＲｘ）６４０のＰＲｘ回路６
６８ａに結合され得る。ＰＲｘ回路６６８ａは、ＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａ
－ｄ、ダウンコンバートする回路およびＰＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ａ
を含み得る。ＰＲｘ回路６６８ａは、第１の帯域６７０における第１のキャリア６７４ａ
と第２のキャリア６７４ｂを含むＰＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号６１２を出力し得
る。
【００６６】
　[0075]　トランシーバチップ６１０は、ＰＲｘ回路６６８ａから三次受信機（ＴＲｘ）
６４４におけるＴＲｘ回路６６８ｃへのルーティング６３５ａを含み得る。一構成では、
ルーティング６３５ａは、ＰＲｘ回路６６８ａのＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８に
おける第１ステージ増幅器からＴＲｘ回路６６８ｃへのルーティングであり得る。別の構
成では、ルーティング６３５ａは、ＰＲｘ回路６６８ａのＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）
３４８における第２ステージ増幅器から出力され得る。ＴＲｘ回路６６８ｃは、ＴＲｘ低
雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ａ－ｄ、ダウンコンバートする回路およびＴＲｘベースバン
ドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｃを含み得る。一構成では、ＰＲｘ回路６６８ａからのルー
ティング６３５は、ＴＲｘ回路６６８ｃのＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２における
第２ステージ増幅器に入力され得る。別の構成では、ＰＲｘ回路６６８ａからのルーティ
ング６３５ａは、三次受信機（ＴＲｘ）６４４のミキサ３５６ｃへ入力され得る。ＴＲｘ
回路６６８ｃは、第１の帯域６７０における第３のキャリア６７４ｃと第４のキャリア６
７４ｄを含むＴＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号６１６を出力し得る。
【００６７】
　[0076]　二次アンテナ６０８は、二次受信機（ＳＲｘ）６４２のＳＲｘ回路６６８ｂに
結合され得る。ＳＲｘ回路６６８ｂは、ＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ａ－ｄ、ダ
ウンコンバートする回路およびＳＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｂを含み得
る。ＳＲｘ回路６６８ｂは、第１の帯域６７０における第１のキャリア６７４ａと第２の
キャリア６７４ｂを含むＳＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号６１４を出力し得る。
【００６８】
　[0077]　トランシーバチップ６１０は、ＳＲｘ回路６６８ｂから四次受信機（ＱＲｘ）
６４６におけるＱＲｘ回路６６８ｄへのルーティング６３５ｂを含み得る。一構成では、
ルーティング６３５ｂが、ＳＲｘ回路６６８ｂのＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０に
おける第１ステージ増幅器から出力され得る。別の構成では、ルーティング６３５ｂが、
ＳＲｘ回路６６８ｂのＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０における第２ステージ増幅器
から出力され得る。ＱＲｘ回路６６８ｄは、ＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ａ－ｄ
、ダウンコンバートする回路およびＱＲｘベースバンドフィルタ（ＢＢＦ）３６４ｄを含
み得る。一構成では、ＳＲｘ回路６６８ｂからのルーティング６３５ｂが、ＱＲｘ回路６
６８ｄのＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４における第２ステージ増幅器に入力され得
る。別の構成では、ＳＲｘ回路６６８ｂからのルーティング６３５ｂが、四次受信機（Ｑ
Ｒｘ）６４６のミキサ３５６ｄへ入力され得る。ＱＲｘ回路６６８ｄは、第１の帯域６７
０における第３のキャリア６７４ｃと第４のキャリア６７４ｄを含むＱＲｘ同相／直交位
相（Ｉ／Ｑ）信号６１８を出力し得る。
【００６９】
　[0078]　ＰＲｘ回路６６８ａからＴＲｘ回路６６８ｃへのルーティング６３５ａは、第
１の信号分割ステージ６３３ａの一部であり得る。ＳＲｘ回路６６８ｂからＱＲｘ回路６
６８ｂへのルーティングは、第２の信号分割ステージ６３３ｂの一部であり得る。信号分



(18) JP 6246743 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

割ステージ６３３ａ－ｂは、図８および図９に関連して以下にさらに詳細に説明される。
【００７０】
　[0079]　図７は、帯域内モードにおいて動作するシングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャ３２５を例示する別のブロック図である。図７のシン
グルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ３２５は、図３のシ
ングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ３２５であり得る
。帯域内モードは、電流分割を要求し得る。６デシベル（ｄＢ）損失は、０．２－０．５
 ｄｂ雑音ファクタ（ＮＦ）の低下（degradation）を導き得る。無線周波数集積回路（Ｒ
ＦＩＣ）における低雑音増幅器（ＬＮＡ）は、ミキサＧｍとして設計される必要があり得
る。
【００７１】
　[0080]　一次アンテナ３０６および二次アンテナ３０８は、シングルバンド４－キャリ
ア信号（すなわち、第１の帯域６７０にわたる４つのキャリア６７４ａ－ｄであり、第２
の帯域６７２におけるキャリアはない）を受信するために使用され得る。一次受信機（Ｐ
Ｒｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１４を取得するための、一次アンテナ３０６から
ＰＲｘ３４０を通るルーティング７３７が示される。ルーティング７３７は、第１のＰＲ
ｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａを通過し得る。ＰＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号
３１４は、この構成のために、第１の帯域６７０からの第１のキャリア６７４ａおよび第
２のキャリア６７４ｂを含み得る。
【００７２】
　[0081]　 三次受信機（ＴＲｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６を取得するため
の、一次アンテナ３０６からＴＲｘ３４４を通るルーティング７３５ａもまた、示される
。ＴＲｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６は、第１の帯域６７０からの第３のキャリ
ア６７４ｃおよび第４のキャリア６７４ｄを含み得る。三次受信機（ＴＲｘ）同相／直交
位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６を取得するための、一次アンテナ３０６からＴＲｘ３４４を通
るルーティング７３５ａは、第１の信号分割ステージ６３３ａを通過し得る。第１の信号
分割ステージ６３３ａは、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アー
キテクチャ３２５が同時ハイブリッドデュアル受信機（ＳＨＤＲ）受信機パスを再使用す
ることを可能にし得る。
【００７３】
　[0082]　第１の信号分割ステージ６３３ａは、一次受信機（ＰＲｘ）３４０における第
１のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａから三次受信機（ＴＲｘ）３４４における第
３のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｃへのルーティング７３５ａを含み得る。一構
成では、ルーティング７３５ａが、第１のＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ａの第１
の増幅器ステージ（例えば、相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ））から出力され、第３
のＴＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５２ｃの第２の増幅器ステージ（例えば、カスコード
ステージ（Ｃａｓ））へ入力され得る。別の構成では、ルーティング７３５ａが、第１の
ＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８ｃの第２の増幅器ステージ（例えば、カスコードス
テージ（Ｃａｓ））から出力され、三次受信機（ＴＲｘ）３４４におけるミキサ３５６ｃ
に入力され得る。
【００７４】
　[0083]　 二次受信機（ＳＲｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１６を取得するため
の、二次アンテナ３０８からＳＲｘ３４２を通るルーティング７３９もまた、示される。
ルーティング７３９は、第１のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ａを通過し得る。Ｓ
Ｒｘ同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１４は、この構成のために、第１の帯域６７０から
の第１のキャリア６７４ａおよび第２のキャリア６７４ｂを含み得る。四次受信機（ＱＲ
ｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１８を取得するための、二次アンテナ３０８からＱ
Ｒｘ３４６を通るルーティング７３５ｂもまた、示される。ＱＲｘ同相／直交位相（Ｉ／
Ｑ）信号３１８は、第１の帯域６７０からの第３のキャリア６７４ｃおよび第４のキャリ
ア６７４ｄを含み得る。四次受信機（ＱＲｘ）同相／直交位相（Ｉ／Ｑ）信号３１８を取



(19) JP 6246743 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

得するための、二次アンテナ３０８からＱＲｘ３４６を通るルーティング７３５ｂは、第
２の信号分割ステージ６３３ｂを通過し得る。第２の信号分割ステージ６３３ｂもまた、
シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ３２５が同時ハ
イブリッドデュアル受信機（ＳＨＤＲ）受信機パスを再使用することを可能にし得る。
【００７５】
　[0084]　第２の信号分割ステージ６３３ｂは、二次受信機（ＰＲｘ）３４２における第
１のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ａから四次受信機（ＱＲｘ）３４６における第
３のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｃへ信号をルーティング７３５ｂし得る。一構
成では、ルーティング７３５ｂが、第３のＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４ｃの第２
の増幅器ステージ（例えば、カスコードステージ（Ｃａｓ））の入力への第１のＳＲｘ低
雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０ａの第１の増幅器ステージ（例えば、相互コンダクタンスス
テージ（Ｇｍ））の出力であり得る。別の構成では、ルーティング７３５ｂが、四次受信
機（ＱＲｘ）３４６におけるミキサ３５６ｄの入力への第１のＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮ
Ａ）３５０ａの第２の増幅器ステージ（例えば、カスコードステージ（Ｃａｓ））の出力
であり得る。
【００７６】
　[0085]　図８は、信号分割ステージ８３３を例示するブロック図である。図８の信号分
割ステージ８３３は、図４における信号分割ステージ４３３ａ－ｂと図６における信号分
割ステージ６３３ａ－ｂの一構成であり得る。信号分割ステージ８３３は、ソース低雑音
増幅器（ＬＮＡ）８７８ａ、ターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）８７８ｂのターゲット第
１ステージ増幅器８７４ｂおよびターゲット第２ステージ増幅器８７６ｂ、および受動ミ
キサ８５６ａ－ｄの一部としてソース第１ステージ増幅器８７４ａおよびソース第２ステ
ージ増幅器８７６ａを含み得る。一構成では、ソース低雑音増幅器（ＬＮＡ）８７８ａが
ＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８であり得、ターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）がＴ
Ｒｘ低雑音増幅器３５２であり得る。別の構成では、ソース低雑音増幅器（ＬＮＡ）８７
８ａがＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０であり得、ターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ
）８７８ｂがＱＲｘ低雑音増幅器３５４であり得る。
【００７７】
　[0086]　一構成では、ソース第１ステージ増幅器８７４ａおよびターゲット第１ステー
ジ増幅器８７４ｂが相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ）であり得る一方で、ソース第２
ステージ増幅器８７６ａおよびターゲット第２ステージ増幅器８７６ｂがカスコードステ
ージ（Ｃａｓ）であり得る。ソース第１ステージ増幅器８７４ａの出力は、ソース第２ス
テージ増幅器８７６ａに入力され得る。ソース第２ステージ増幅器８７６ａの出力は、そ
の後、ソース同相信号８８０ａ－ｂおよびソース直交信号８８０ｃ－ｄを取得するために
受動ミキサ８５６ａ－ｂを介して混合され得る。信号分割ステージ８３３において、信号
分割は、ソース第１ステージ増幅器８７４ａのあとに発生する。従って、ソース第１ステ
ージ増幅器８７４ａの出力は、ターゲット第２ステージ増幅器８７６ｂの入力に入力され
得る。ターゲット第２ステージ増幅器８７６ｂの出力は、その後、ターゲット同相信号８
８０ｅ－ｆおよびターゲット直交信号８８０ｇ－ｈを取得するために受動ミキサ８５６ｃ
－ｄを介して混合され得る。
【００７８】
　[0087]　スイッチは、クリーンなスタンドアローン動作を可能にするためにソース低雑
音増幅器（ＬＮＡ）８７８ａとターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）８７８ｂとの間で使用
され得る。低雑音増幅器（ＬＮＡ）トポロジは、信号分割感知ポイントを駆動し得る。
【００７９】
　[0088]　図９は、別の信号分割ステージ９３３を例示するブロック図である。図９の信
号分割ステージ９３３は、図４における信号分割ステージ４３３ａ－ｂと図６における信
号分割ステージ６３３ａ－ｂのうちの一構成であり得る。信号分割ステージ９３３は、ソ
ース低雑音増幅器（ＬＮＡ）９７８ａの部分として、ソース第１ステージ増幅器９７４ａ
およびソース第２ステージ増幅器９７６ａを含み、ターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）９
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７８ｂのターゲット第１ステージ増幅器９７４ｂとターゲット第２ステージ増幅器９７６
ｂ、および受動ミキサ９５６ａ－ｄを含み得る。一構成では、ソース低雑音増幅器（ＬＮ
Ａ）９７８ａがＰＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３４８であり得、ターゲット低雑音増幅器
（ＬＮＡ）がＴＲｘ低雑音増幅器３５２であり得る。別の構成では、ソース低雑音増幅器
（ＬＮＡ）９７８ａがＳＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５０であり得、ターゲット低雑音
増幅器（ＬＮＡ）９７８ｂがＱＲｘ低雑音増幅器（ＬＮＡ）３５４であり得る。
【００８０】
　[0089]　一構成では、ソース第１ステージ増幅器９７４ａおよびターゲット第１ステー
ジ増幅器９７４ｂが相互コンダクタンスステージ（Ｇｍ）であり得る一方で、ソース第２
ステージ増幅器９７６ａおよびターゲット第２ステージ増幅器９７６ｂがカスコードステ
ージ（Ｃａｓ）であり得る。ソース第１ステージ増幅器９７４ａの出力は、ソース第２ス
テージ増幅器９７６ａに入力され得る。ソース第２ステージ増幅器９７６ａの出力は、そ
の後、ソース同相信号９８０ａ－ｂおよびソース直交信号９８０ｃ－ｄを取得するために
受動ミキサ９５６ａ－ｂを介して混合され得る。信号分割ステージ９３３において、信号
分割は、ソース第２ステージ増幅器９７６ａのあとに発生する。従って、ソース第２ステ
ージ増幅器９７６ａの出力は、ターゲット同相信号９８０ｅ－ｆおよびターゲット直交信
号９８０ｇ－ｈを取得するために受動ミキサ８５６ｃ－ｄへ入力され得る。
【００８１】
　[0090]　スイッチは、クリーンなスタンドアローン動作を可能にするためにソース低雑
音増幅器（ＬＮＡ）９７８ａとターゲット低雑音増幅器（ＬＮＡ）９７８ｂとの間で使用
され得る。低雑音増幅器（ＬＮＡ）トポロジは、信号分割感知ポイントを駆動し得る。
【００８２】
　[0091]　図１０は、ワイヤレス通信デバイス１００４内に含まれ得る特定のコンポーネ
ントを例示する。ワイヤレス通信デバイス１００４は、アクセス端末、モバイル局、ユー
ザ機器（ＵＥ）などであり得る。ワイヤレス通信デバイス１００４は、プロセッサ１００
３を含む。プロセッサ１００３は、汎用シングルチップまたはマルチチップマイクロプロ
セッサ（例えば、ＡＲＭ（登録商標））、特殊目的マイクロプロセッサ（例えば、デジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ））、マイクロ制御装置、プログラム可能ゲートアレイ等であ
り得る。プロセッサ１００３は、中央処理ユニット（ＣＰＵ）と称され得る。単一のプロ
セッサ１００３のみが、図１０のワイヤレス通信デバイス１００４において示されるが、
代替の構成として、プロセッサの組み合わせ（例えば、ＡＲＭおよびＤＳＰ）が使用され
得る。
【００８３】
　[0092]　ワイヤレス通信デバイス１００４はまた、メモリ１００５も含む。メモリ１０
０５は、電子情報を記憶できる任意の電子コンポーネントであり得る。メモリ１００５は
、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気ディスク記憶媒
体、光学記憶媒体、ＲＡＭにおけるフラッシュメモリデバイス、プロセッサと共に含まれ
るオンボードメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、およびそれら
の組み合わせを含むその他同様のものとして実現され得る。
【００８４】
　[0093]　データ１００７ａおよび命令群１００９ａは、メモリ１００５において記憶さ
れ得る。命令群１００９ａは、本明細書に開示される方法を実現するために、プロセッサ
１００３によって実行可能であり得る。命令群１００９ａを実行することは、メモリ１０
０５において記憶されたデータ１００７ａの使用を含み得る。プロセッサ１００３が命令
群１００９を実行する場合、命令群１００９ｂの様々な部分がプロセッサ１００３にロー
ドされ、データ１００７ｂの様々な部分がプロセッサ１００３にロードされ得る。
【００８５】
　[0094]　ワイヤレス通信デバイス１００４はまた、第１のアンテナ１０１７ａおよび第
２のアンテナ１０１７ｂを介した、ワイヤレス通信デバイス１００４に対する信号の送信
と、それからの信号の受信を可能にするために、送信機１０１１および受信機１０１３を
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含み得る。送信機１０１１と受信機１０１３は、トランシーバ１０１５とまとめて称され
得る。ワイヤレス通信デバイス１００４はまた、複数の送信機、追加のアンテナ、複数の
受信機および／または複数のトランシーバを含み得る（図示せず）。
【００８６】
　[0095]　ワイヤレス通信デバイス１００４は、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１０
２１を含み得る。ワイヤレス通信デバイス１００４はまた、通信インタフェース１０２３
を含み得る。通信インタフェース１０２３は、ワイヤレス通信デバイス１００４とやりと
りすることをユーザに可能にし得る。
【００８７】
　[0096]　ワイヤレス通信デバイス１００４のさまざまなコンポーネントが、１つまたは
複数のバスによって合わせて結合されることがあり得、バスは、電力バス、制御信号バス
、ステータス信号バス、データバスなどを含み得る。明確にするために、さまざまなバス
が、バスシステム１０１９として、図１５において示される。
【００８８】
　[0097]　「判定すること(determining）」という用語は、多種多様なアクションを包含
する、従って、「判定すること」とは、計算すること、演算すること、処理すること、導
出すること、調査すること、調べること（例えば、表、データベース、あるいは別のデー
タ構造を調べること）、確認することなどを含み得る。また、「判定すること」は、受信
すること（例えば、情報を受信すること）、アクセスすること（例えば、メモリにおける
データにアクセスすること）などを含み得る。また、「判定すること」は、決定すること
や、選択することや、選ぶことや、確立することなどを含み得る。
【００８９】
　[0098]　フレーズ「～に基づく」は、そうではないと明確に特定されていない限りは、
「～のみに基づく」ということを意味するわけではない。言い換えると、フレーズ「～に
基づく」は、「～のみに基づく」および「少なくとも～に基づく」の両方ともを表す。
【００９０】
　[0099]　「プロセッサ」という用語は、汎用プロセッサ、中央処理ユニット（ＣＰＵ）
、マイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、コントローラ、マイクロコ
ントローラ、状態マシンなどを包含するように広く解釈されるべきである。何らかの状況
では、「プロセッサ」は、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラム可能論理デバ
イス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）等のことを指し得
る。「プロセッサ」という用語は、処理デバイスの組み合わせのことを、例えば、ＤＳＰ
とマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアを伴う１つ
以上のマイクロプロセッサ、または、このような構成の他の何らかのもののことを指し得
る。
【００９１】
　[00100]　「メモリ」という用語は、電子情報を記憶できる任意の電子コンポーネント
を包含するように広く解釈されるべきである。メモリという用語は、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ（Ｎ
ＶＲＡＭ）、プログラマブル読み取り専用メモリ（ＰＲＯＭ）、消去可能なプログラマブ
ル読み取り専用メモリ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラ
ッシュメモリ、磁気または光データ記憶装置、レジスタなどのような、さまざまなタイプ
のプロセッサ読み取り可能媒体のことを指し得る。メモリは、プロセッサが、メモリから
情報を読み取る、および／または、メモリに情報を書き込むことができる場合に、プロセ
ッサと電子通信すると言われる。プロセッサに一体的なメモリはこのプロセッサと電子通
信している。
【００９２】
　[00101]　「命令群」および「コード」という用語は、任意のタイプの（複数を含む）
コンピュータ読み取り可能ステートメントを含むように広く解釈されるべきである。例え
ば、「命令群」および「コード」という用語は、１つまたは複数のプログラム、ルーチン
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、サブルーチン、機能、手順などのことを指し得る。「命令」および「コード」は、単一
のコンピュータ読み取り可能ステートメントまたは多くのコンピュータ読み取り可能ステ
ートメントを備え得る。
【００９３】
　[00102]　本明細書に説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェ
ア、またはそれらの任意の組み合わせにおいて実現され得る。ソフトウェアにおいて実現
される場合、機能は、１つまたは複数の命令（群）として、コンピュータ可読媒体上で記
憶され得る。「コンピュータ可読媒体」あるいは「コンピュータプログラム製品」という
用語は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体を指す。限定では
なく、例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯ
Ｍ、あるいはその他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置またはその他の磁気
記憶デバイス、あるいは、命令群またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを搬
送または記憶するために使用されることができ、かつ、コンピュータによってアクセスさ
れることができるその他任意の媒体を備え得る。ここで使用したようなディスク（ｄｉｓ
ｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、
光ディスク、デジタル汎用ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およ
びブルーレイ（登録商標）ディスクを含むが、一般に、ディスク（ｄｉｓｋ）は、データ
を磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）はデータをレーザによって光学的に再
生する。
【００９４】
　[00103]　ソフトウェアまたは命令群は、伝送媒体によって伝送され得る。例えば、ソ
フトウェアが、ウェブサイトから、サーバから、あるいは、同軸ケーブル、ファイバ光ケ
ーブル、ツイストペア、デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）、または赤外線や、無線や、マ
イクロ波のようなワイヤレス技術を使用している他の遠隔ソースから送信された場合に、
同軸ケーブル、ファイバ光ケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは、赤外線や、無線
や、マイクロ波のようなワイヤレス技術は、送信媒体の定義に含まれる。
【００９５】
　[00104]　本明細書に開示されている方法は、説明された方法を達成するための１つま
たは複数のステップまたは動作を備える。方法のステップおよび／またはアクションは、
本願の特許請求の範囲から逸脱せずに、互いに置き換えられ得る。言い換えると、ステッ
プあるいはアクションの特定の順序が、説明されている方法の適切な動作のために必要と
されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの順序および／または使用が、
特許請求の範囲から逸脱することなく変形され得る。
【００９６】
　[00105]　さらに、図２によって例示されたもののような、本明細書において説明され
る方法および技術を実行するためのモジュールおよび／またはその他適切な手段は、ダウ
ンロードされ得る、および／または、さもなければデバイスによって取得され得ることが
、理解されるべきである。例えば、デバイスは、本明細書において説明されている方法を
実行するための手段の転送を容易にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細
書において説明されている様々な方法は、デバイスが、記憶手段（例えば、ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、コンパクトディスク（ＣＤ）の
ような物理記憶媒体あるいはフロッピーディスクなど）を、そのデバイスに結合あるいは
提供する際に様々な方法を取得し得るように、その記憶手段を通して提供され得る。さら
に、デバイスに対して、本明細書において説明されている方法および技法を提供するため
のその他任意の適切な技法が利用され得る。
【００９７】
　[00106]　本願の特許請求の範囲が、上述された、まさにその構成およびコンポーネン
トに限定されないことが理解されるべきである。様々な修正、変更、および、バリエーシ
ョンが、本明細書において説明されているシステム、方法、および装置の配置、オペレー
ション、および、詳細において、特許請求の範囲から逸脱することなく行われ得る。
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　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　マルチプルキャリア信号を受信するために構成されたワイヤレス通信デバイスで
あって、
　　一次アンテナと、
　　二次アンテナと、
　　トランシーバチップと
　を備える、シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャを
備え、ここで、前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテク
チャは、同時ハイブリッドデュアル受信機パスを再使用する、
　ワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ２]　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャは
、４つのアンテナ、電力分割器、外部の低雑音増幅器またはダイトゥーダイ信号のルーテ
ィングを要求しない、Ｃ１に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ３]　前記トランシーバチップは、
　送信機と、
　一次受信機と、
　二次受信機と、
　三次受信機と、
　四次受信機とを備え、ここで、各受信機は、複数の低雑音増幅器を備え、各低雑音増幅
器は、第１ステージ増幅器および第２ステージ増幅器を備える、Ｃ１に記載のワイヤレス
通信デバイス。
[Ｃ４]　前記第１ステージ増幅器は、相互コンダクタンスステージであり、前記第２ステ
ージ増幅器は、カスコードステージである、Ｃ３に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ５]　前記複数の低雑音増幅器は、第１の帯域についての複数の低雑音増幅器と、第２
の帯域についての複数の低雑音増幅器とを備える、Ｃ３に記載のワイヤレス通信デバイス
。
[Ｃ６]　前記第１の帯域は、低い帯域であり、前記第２の帯域は、中間の帯域である、Ｃ
５に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ７]　前記第１の帯域は、低い帯域であり、前記第２の帯域は、高い帯域である、Ｃ５
に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ８]　前記第１の帯域は、中間の帯域であり、前記第２の帯域は、高い帯域である、Ｃ
５に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ９]　第１のルーティングは、一次同相／直交位相信号を取得するために、前記一次ア
ンテナから前記一次受信機を通して使用され、第２のルーティングは、ＴＲｘ同相／直交
位相信号を取得するために、前記一次アンテナから前記三次受信機を通して使用され、第
３のルーティングは、二次同相／直交位相信号を取得するために、前記二次アンテナから
前記二次受信機を通して使用され、第４のルーティングは、ＱＲｘ同相／直交位相信号を
取得するために、前記二次アンテナから前記四次受信機を通して使用される、Ｃ３に記載
のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１０]　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ
は、帯域間動作において存在し、前記第１のルーティングは、第１の一次受信機低雑音増
幅器を通過し、前記第２のルーティングは、第２の一次受信機低雑音増幅器を通過し、前
記第２のルーティングは、第１の信号分割ステージを通過し、前記第３のルーティングは
、第１の二次受信機低雑音増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、第２の二次受信
機低雑音増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、第２の信号分割ステージを通過す
る、Ｃ９に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１１]　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第１
ステージ増幅器と前記三次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のル
ーティングを備える、Ｃ１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１２]　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第１
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ステージ増幅器と前記四次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のル
ーティングを備える、Ｃ１０に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１３]　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第２
ステージ増幅器と前記三次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、Ｃ１０
に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１４]　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第２
ステージ増幅器と前記四次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、Ｃ１０
に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１５]　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ
は、帯域内動作において存在し、前記第１のルーティングおよび前記第２のルーティング
は、一次受信機低雑音増幅器を通過し、前記第２のルーティングは、第１の信号分割ステ
ージを通過し、前記第３のルーティングおよび前記第４のルーティングは、二次受信機低
雑音増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、第２の信号分割ステージを通過する、
Ｃ９に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１６]　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第１
ステージ増幅器と前記三次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のル
ーティングを備える、Ｃ１５に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１７]　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第１
ステージ増幅器と前記四次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のル
ーティングを備える、Ｃ１５に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１８]　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第２
ステージ増幅器と前記三次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、Ｃ１５
に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ１９]　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第２
ステージ増幅器と前記四次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、Ｃ１５
に記載のワイヤレス通信デバイス。
[Ｃ２０]　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャを使
用してマルチプルキャリア信号を受信するための方法であって、
　一次アンテナを使用して第１の信号を受信することと、
　一次同相／直交位相信号を取得するために、前記シングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャにおけるトランシーバチップ上の一次受信機を通って
前記第１の信号をルーティングすることと、
　ＴＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の三次受信機
を通って前記第１の信号をルーティングすることと、
　二次アンテナを使用して第２の信号を受信することと、
　二次同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の二次受信機を
通って前記第２の信号をルーティングすることと、
　ＱＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の四次受信機
を通って前記第２の信号をルーティングすることと、を備える、方法。
[Ｃ２１]　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ
は、４つのアンテナ、電力分割器、外部の低雑音増幅器またはダイトゥーダイシグナルの
ルーティングを要求しない、Ｃ２０に記載の方法。
[Ｃ２２]　前記トランシーバチップは、
　送信機と、
　一次受信機と、
　二次受信機と、
　三次受信機と、
　四次受信機とを備え、ここで、各受信機は、複数の低雑音増幅器を備え、各低雑音増幅
器は、第１ステージ増幅器および第２ステージ増幅器を備える、
　Ｃ２０に記載の方法。
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[Ｃ２３]　前記第１ステージ増幅器は、相互コンダクタンスステージであり、前記第２ス
テージ増幅器はカスコードステージである、Ｃ２２に記載の方法。
[Ｃ２４]　前記複数の低雑音増幅器は、第１の帯域についての複数の低雑音増幅器と、第
２の帯域についての複数の低雑音増幅器とを備える、Ｃ２２に記載の方法。
[Ｃ２５]　前記第１の帯域は、低い帯域であり、前記第２の帯域は、中間の帯域である、
Ｃ２４に記載の方法。
[Ｃ２６]　前記第１の帯域は、低い帯域であり、前記第２の帯域は、高い帯域である、Ｃ
２４に記載の方法。
[Ｃ２７]　前記第１の帯域は、中間の帯域であり、前記第２の帯域は、高い帯域である、
Ｃ２４に記載の方法。
[Ｃ２８]　第１のルーティングは、一次同相／直交位相信号を取得するために、前記一次
アンテナから前記一次受信機を通して使用され、第２のルーティングは、ＴＲｘ同相／直
交位相信号を取得するために、前記一次アンテナから前記三次受信機を通して使用され、
第３のルーティングは、二次同相／直交位相信号を取得するために、前記二次アンテナか
ら前記二次受信機を通して使用され、第４のルーティングは、ＱＲｘ同相／直交位相信号
を取得するために、前記二次アンテナから前記四次受信機を通して使用される、Ｃ２２に
記載の方法。
[Ｃ２９]　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ
は、帯域間動作において存在し、前記第１のルーティングは、第１の一次受信機低雑音増
幅器を通過し、前記第２のルーティングは、第２の一次受信機低雑音増幅器を通過し、前
記第２のルーティングは、第１の信号分割ステージを通過し、前記第３のルーティングは
、第１の二次受信機低雑音増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、第２の二次受信
機低雑音増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、第２の信号分割ステージを通過す
る、Ｃ２８に記載の方法。
[Ｃ３０]　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第１
ステージ増幅器と前記三次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のル
ーティングを備える、Ｃ２９に記載の方法。
[Ｃ３１]　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第１
ステージ増幅器と前記四次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のル
ーティングを備える、Ｃ２９に記載の方法。
[Ｃ３２]　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第２
ステージ増幅器と前記三次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、Ｃ２９
に記載の方法。
[Ｃ３３]　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第２
ステージ増幅器と前記四次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、Ｃ２９
に記載の方法。
[Ｃ３４]　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ
は、帯域内動作において存在し、前記第１のルーティングおよび前記第２のルーティング
は、一次受信機低雑音増幅器を通過し、前記第２のルーティングは、第１の信号分割ステ
ージを通過し、前記第３のルーティングおよび前記第４のルーティングは、二次受信機低
雑音増幅器を通過し、前記第４のルーティングは、第２の信号分割ステージを通過する、
Ｃ２８に記載の方法。
[Ｃ３５]　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第１
ステージ増幅器と前記三次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のル
ーティングを備える、Ｃ３４に記載の方法。
[Ｃ３６]　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第１
ステージ増幅器と前記四次受信機の低雑音増幅器における第２ステージ増幅器との間のル
ーティングを備える、Ｃ３４に記載の方法。
[Ｃ３７]　前記第１の信号分割ステージは、前記一次受信機の低雑音増幅器における第２
ステージ増幅器と前記三次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、Ｃ３４
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[Ｃ３８]　前記第２の信号分割ステージは、前記二次受信機の低雑音増幅器における第２
ステージ増幅器と前記四次受信機におけるミキサとの間のルーティングを備える、Ｃ３４
に記載の方法。
[Ｃ３９]　シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャを使
用してマルチプルキャリア信号を受信するための装置であって、
　第１の信号を受信するための手段と、
　一次同相／直交位相信号を取得するために、前記シングルチップ信号分割キャリアアグ
リゲーション受信機アーキテクチャにおけるトランシーバチップ上の一次受信機を通って
前記第１の信号をルーティングするための手段と、
　ＴＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の三次受信機
を通って前記第１の信号をルーティングするための手段と、
　第２の信号を受信するための手段と、
　二次同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の二次受信機を
通って前記第２の信号をルーティングするための手段と、
　ＱＲｘ同相／直交位相信号を取得するために、前記トランシーバチップ上の四次受信機
を通って前記第２の信号をルーティングするための手段と、
　を備える、装置。
[Ｃ４０]　前記シングルチップ信号分割キャリアアグリゲーション受信機アーキテクチャ
は、４つのアンテナ、電力分割器、外部の低雑音増幅器またはダイトゥーダイ信号のルー
ティングを要求しない、Ｃ３９に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記トランシーバチップは、
　送信機と、
　一次受信機と、
　二次受信機と、
　三次受信機と、
　四次受信機とを備え、ここで、各受信機は、複数の低雑音増幅器を備え、ここで、各低
雑音増幅器は、第１ステージ増幅器および第２ステージ増幅器を備える、
　Ｃ３９に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記第１ステージ増幅器は、相互コンダクタンスステージであり、前記第２ス
テージ増幅器は、カスコードステージである、Ｃ４１に記載の装置。
[Ｃ４３]　前記複数の低雑音増幅器は、第１の帯域についての複数の低雑音増幅器と、第
２の帯域についての複数の低雑音増幅器を備える、Ｃ４１に記載の装置。
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